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１.はじめに

建築用単層弾性塗料は、多孔質ローラーや吹き付け塗

装を行うことにより単一の塗材で仕上げが可能な塗料であ

る。一般的には、JIS A 6909建築仕上げ塗材の中に定めら

れる「防水形薄塗材Ｅ」に該当する。材工価格が比較的安

価であり、塗膜が高弾性であることからクラック追従性に優

れ、また、防水性を有することから戸建外装の改修工事を中

心に巾広く利用されており、単層弾性塗料の市場は非常に

大きく成長している。

近年単層弾性塗料の品質は多機能化が進んでいるが、

弊社においては、ハイソリッドエマルションや水性反応硬化

型樹脂の利用技術を開発し、これらの技術を利用して設計

した単層弾性塗料「アレスアーバンテリア」および「アレス

アクアビルド」は塗膜性能および施工性や仕上がり性の大

幅な向上が実現し、市場で高い評価を得ている。

しかしながら、市場では更なる高性能でコストパフォーマン

スに優れる製品が強く望まれている。本稿では、この市場要

求に答えるために新規開発した単層弾性塗料製品の紹介

を行う。

２. 新製品の紹介

2.1 「シュアレックス」

「シュアレックス」は、弾性塗膜を形成する「シュアレック

ス主材」および、低汚染性を付与する「シュアレックストップ」

を組み合わせた２コートシステムの製品である。これまで、単

層弾性塗料は一般的に溶剤系上塗り塗料に比べ汚れ易

く、水洗しても汚れが落ちにくいという弱点があった。この弱

点を克服したのが「シュアレックス」である。

「シュアレックス主材」は、水性反応硬化型樹脂と水性ア

クリルシリコン樹脂を併用しており耐候性が非常に優れてい

る。図１に促進耐候性試験による光沢保持率の変化を示

す。また、防かび防藻性や透湿性を付与し、各種添加剤に

ついては、「シュアレックストップ」の性能を阻害しないよう配

慮した。

「シュアレックストップ」は、親水性シラノール基を含有す

る特殊シリコン樹脂系クリヤー塗料である。本品を上塗りす

ることにより、「シュアレックス主材」本来の性能を低下させ

ることなく、早期に親水性の塗膜表面を形成し、耐汚染性を

大幅に向上させることが可能となった。屋外暴露試験による

耐汚染性の試験結果を図２で示す。本技術は、「アレスセラ

シリーズ」で確立した低汚染技術を応用したものである。塗

膜表面の親水化による汚れ防止機構については図３で示

す。また実物件の施工例を写真１で示す。

2.2「シリコンテックス」

「シリコンテックス」は、水性アクリルシリコン樹脂を使用

しているため、アクリル樹脂を使用した一般的な単層弾性

塗料に比べ耐候性が優れている。また、施工性を重視し多

孔質ローラーでの塗装作業性が良く、かつコストパフォーマ

ンスに優れた汎用性の高い製品である。

図１　SWOMによる促進耐候性試験結果�
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「シュアレックス」および「シリコンテックス」の塗膜性能を表１

に、標準塗装仕様を表２、３で表す。

2.3 「シルクレックス」

「シルクレックス」は、完全ツヤ消しタイプの単層弾性塗料

であり、ハイソリッドであるため肉ヤセが少なく、キメ細かい肌

の仕上がりが得られる。また、改修仕様においてはシーラー

レス機能を有しており、上塗りに「シルクレックストップ」を塗装

することで低汚染性を付与できる。表４に「シルクレックス」の

塗膜性能を、表５に標準塗装仕様を示す。

図２　屋外暴露による耐汚染試験結果�
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図３　シュアレックスの汚れ防止機構�
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写真１　「シュアレックス」施工例�
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劣化塗膜をケレン工具（皮スキ・ケレン棒等）で完全に除去し、ホコリ汚れ、チョーキング粉を高圧水洗で除去する。��
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３. 単弾性塗料のトレンドカラー

最近の外装材における流行色をフィールドサーベイした。

戸建外装の塗色は淡彩系が主流であるが、最近では特に

ツヤ消し塗料を中心に中濃彩系の塗色が使用されるケー

スが増えてきているように感じられる。

調査結果から、中濃彩系塗色を含む以下２８色を単層弾

性塗料のトレンドカラーとして選定した。（図４）

４. あとがき

単層弾性塗料の市場を更に拡大するため、市場ニーズ

に対応できる製品化検討を行ってきた。今回紹介した単層

弾性塗料「ＡＬＥＳシリーズ」の３つの新製品については、そ

れぞれ、これまでの製品にはない特長があると考える。これら

新製品の需要増加を期待するとともに、今後も顧客に満足

される製品開発に努めていきたい。

図４　単層弾性塗料「ALESシリーズ」のトレンドカラー�
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